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1総記
降旗節雄マルクス主義の科学的根拠一一
「マルクスとヴェーパーとの対話」は可能か
一一(思想517)
林 道義ウェーパー「社会学」の基礎概念
一一『経済と社会』を中心に一一(思想
517) 
町田徳之助近代化における人間の問題一一近
代を超える「近代化」の主体客体一一(社
会科学討究12ーの
巡 政民 自由社会の条件一一現代社会学の
基本的諸問題 (3)一一(大阪経大論集57)
宮崎犀ー アンドレ・ゴノレツ一一変革欲求の
組織化一一(思想517)
富田重夫 M. ウェーバーの方法論における
「主観性」の現代的意義(三田学会雑誌60-
6) 
2 経済一般
安藤 貫レーニンによる『帝国主義の図
表』について(静岡大法経研究16-1)
荒牧哲郎いわゆる『現実的恐慌』に関する
一試論(名城商学16-1)
荒文重雄労働力の価値の実在住と仮象性に
ついて(北大経済学研究17-1)
有井 治経済理論における新方向について
(成城大経済研究25)
大門富之助 、収奪、概念の検討(経済系73)
姥原良一いわゆるリカードゥ派社会主義の
経済学について(1 )一一チャールズ・ホ
ールの場合一一〈新潟大法経論集16-4)
藤野正三郎 レジョインダー『日本の景気循
環.!l( 1 ) (一橋大経済研究18-3)
降旗節雄 「弁証法的方法」についての覚え
書一一拙著への平野厚生・柴田信也両氏の
批評に対して一一(北大経済学研究16-4，
17-1) 
降旗節雄 「純粋資本主義」論への覚え書
一一拙著への伊藤誠氏の批評に対して一一
(北大経済学研究16-3)
二見 昭戦後景気循環の問題点(1 )一一
アメリカ農業循環分析のための予備的ノー
ト一一(経済理論97)
長谷川秀男牛乳経済の一考察一一産業組織論
的視点からみた乳業一一(高崎経済大学論
集19)
長谷川誠一 中国古代の経済思想一一「管子」
の研究一一(駒沢大研究論集10)
橋本比登志 J. B.セーの価値論(独協大経済
学研究1)
早川泰正経済成長の循環的ならびに趨勢的
側面(北大経済学研究16-2)
林 治ー レイとミクスターとボェーム・パ
ヴエノレク(国民経済雑誌116-1)
林 順一生産性分析論序説一一生産性概念
( 1 )一一(名古屋学院大学論集10)
土方成美配分理念の展開と計画経済(独協
大経済学研究1)
平山祐次 自己金融力の上昇と設備投資(経
済評論16-7)
堀 新一能力主義と欲望主義一一人類社会
の未来像一一(名城商学16-4)
市石達郎 ヒツクス『景気循環論』のー問題
点(三田学会雑誌60-6)
井田喜久治 「サーヴィス」について(立教経
済学研究21-1)
伊賀 隆蓄積と分配の基礎理論一一資本制
社会における一一一(神戸商大研究叢書8)
井上周八土地物神について(立教経済学研
究21-1)
伊大知良太郎 生活変革係数についてー一一ライ
フ・サイクノレの動態的把握のために一一
(一橋大経済研究18-3)
入江 奨マルサスと古典学派(松山商大論
集18-1)
伊藤 岩商品価値形成労働と生産的労働
(新潟大法経論集16-4)
伊藤 誠資本蓄積と信用制度(1)(東大経
済学論集33-1)
岩田 裕社会主義社会の「価格」ーーカン
トロヴィッチの「客観的評価」に関連して
文献
一一〈松山商大論集18-1)
河地貫一離島の商品・資本移動(2)一一
離島化時代一一(経営と経済108)
吉家清次独占研究の系譜その前史(1)一一
スミス・リカード一一ー(高崎経済大学論集
19) 
北村正次スチュアートとマルクス(早稲田
商学194)
小林 昇 リスト「農地制度」の前史と周辺
(3 )一一文献的注釈一一(立教経済学研
究21-1)
児玉元平資本蓄積とウイクセル効果 (2) 
(経営と経済108)
越村信三郎 不均等発展の法則下における資本
の蓄積(エコノミア31)
Kuga Kiyoshi On The Capital Intensity 
Hypothesis (理論経済学18-1)
公文俊平計画的経済成長のドーマー型モデ
ル(理論経済学18-1)
倉林義正国民経済計算における「移転」概
念(一橋大経済研究18-3)
前田新太郎 完全雇用下における均衡予算の乗
数効果(北大経済学研究16-3)
松原 昭経済成長論と経済政策一一W. ロ
ストウの経済政策理論批判一一(早稲田商
学194)
松下武二 『わが国経済の成長と産業構造の
高度化J(福岡大商学論叢11-3)
松浦茂治後進地域開発論一一開発途上国開
発理論の適用一一(大分大研究所報1)
松浦茂治大分地区新産都市建設計画とその
進捗状況(大分大研究所報 1) 
三谷友吉バランとスウイージーの独占資本
論について(関大経済論集17-1)
宮尾尊弘資本形成の一般均衡モデ、ルについ
て(三田学会雑誌60-6)
門田安弘近代生産理論の基礎一一近代的生
産関数論を中心として一一一(愛知大法経論
集54)
永友育雄競争的投資過程の構造と表現一一
連立投資関数について一一(桃山学院大経
済学論集8ーの
Nishimura Akio Wittfogel and His Con-
cept of Asiatic Society (名古屋学院大
学論集10)
西岡久雄地域構造論に関する覚書(上〉一一
チューネン，ウェーパー，クリスタラー，
ベヴエンタ一一一(青山経済論集19-1)
野尻武敏経済政策手段の類別について(国
民経済雑誌116-1)
小原敬士 『独占資本』の問題点一一バラン
目 録 111 
=スウイージーの新著をめぐる論争一一
(思想517)
阿部寛之世界的恐慌の基礎理論(パンキン
グ232)
岡田吾郎地域開発の回顧と展望(大分大研
究所報1) 
小野俊夫顕示的選好理論と序数的効用関数
(駒沢大研究論集10)
太田明二経済成長理論の帰趨一一ロビンソ
ン『経済成長論』の意味するもの一一(松
山商大論集18-1)
大薮和雄 J.w.ケンドリックの総合生産性
指数に関する一考察(香川大経済論叢40-1)
佐藤浩一賃金格差と雇用一一職種別賃金を
中心として一一(大阪府大経済研究48)
関野唯一国民経済構造変動と国際収支一一
戦後日本貿易発展の研究一一一(独協大経済
学研究 1) 
柴山 昇経済学の自己省察(名城商学16-4)
柴山 昇国民財産と国民所得(名城商学16
Shibuya Yukio A study of Demand Func-
tions for Durable Goods (2)(理論経
済学18-1)
重田澄男下向上向法と各国別特殊性の捨象
一一宇野理論の検討 (5)一一(大阪経大
論集57)
篠崎敏雄技術的知識の状態と技術変化(愛
媛大学紀要5-3)
鈴木 守二重構造論の再考察(フェピアン
研究18ーの
田口芳弘消費者行動の背景一ーその社会学
的分析一一(同志社大経済学論叢17-1)
高木尚文人口と経済成長(成城大経済研究
高橋善四郎 F.A.ハイエクの自由論と現代経
済政策批判(独協大経済学研究 1) 
玉垣良典転型期総括のための若干の問題点
(経済評論16-7)
田村紀之資産選択の理論(上)(金融ジャー
ナノレ8-6)
田中一行資本と消費の最適成長(政治経済
論叢17-1)
田中 充英国における小企業存続に関する
古典的解釈一一一アノレフレッド・マーシヤノレ
の場合(2 )一一(関大経済論集17-1)
戸田武雄 J . Aホブソンからみた学説史の
構造(駒沢大研究論集10)
都留重人「資本」による「市場1の包摂一一
資本主義の新しい段階一一(一橋大経済研
究18-3)
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通商産業大臣官房調査課過当競争の理論と実
態一一自由競争原理の効用と限界一一(通
商産業研究144)
和田重司 『国富論』の編別構成についての
覚え書(一橋大経済研究18-3)
渡辺恭彦テュルゴーの経済理論の思想的構
造(福島大商学論集36-1)
安井修二産業連関分析における輸入の取扱
いについての再論(松山商大論集18-1)
吉野 紀経済成長と成長動因の構造的把握
一一統計的理論的接近のー断面一一(駒沢
大研究論集10)
3経済史
合田裕作イギリス産業革命の原因 (3)(産
業経済研究8-1)
旗手 勲三菱生成期における資本蓄積と土
地所有(下)(歴史学研究326)
井上洋一郎造船市場の形成と展開一一明治期
の造船政策と関連して一一(広大政経論叢
16-5・6)
神木哲男鎌倉期における在地領主制の展開
過程(国民経済雑誌115ーの
金丸平八官業払下に関する試論一一いわゆ
る「興業費」に就て。長崎造船所の場合
一一(青山経済論集19-1)
川久保公夫工業化と農業革命一一ロストウ説
批判のー視角一一(経済学雑誌56-6)
小林正彬長崎造船所の払下げ一一日本造船
業の形成3一一(経済系73)
近藤哲生地租改正事業にかんする全国的概
括(名城商学16-4)
工藤英一実業家としての佐久間貞一一一明
治期実業家像の一類型一一(明治学院大経
済研究28)
間宮国夫明治期における地方銀行の発展
一一足利銀行を中心として一一(社会科学
討究12-3)
松田 孝明治後半期における東北地方の工
業(一橋論叢58-1)
森 恒夫 1920年代におけるアメリカ石油産
業の資本蓄積過程について(一橋大経済研
究18-3)
長岡新吉 日清戦後の恐慌と綿糸紡績業(1
~2)一一「産業資本確立期」にかんする
一考察ー一一(北大経済学研究16-2，4)
中村勝己比較経済史学とアメリカ資本主義
(三田学会雑誌60ーの
岡 光夫揚浜村落の形成の塩業(2)(同志
社大経済学論叢17-1)
大谷瑞郎 ドイツ第二帝政とユンカー(武蔵
大学論集15-1)
大塚久雄 マックス・ヴェーパーのアジア社
会観ーーとくに彼の共同体理論について
一一(東大経済学論集33-1)
坂井好郎明治後期・大正期における地主制
の推転過程に関する一考察一一六十町歩地
主T家の研究(1 )一一(名城商学16-1)
渋谷隆一 明治初期の利子政策ー一一利息制限
立法を中心に一一(駒沢大研究論集10)
高木幸雄古武井熔鉱炉に関する研究一一幕
末期蝦夷地開拓と外国技術一一(人文論究
27) 
竹安繁法・近世前期農村の社会構造(大阪府
大経済研究47)
竹安繁治明治初年における貢租金納化の進
展(大阪府大経済研究48)
内田直作三藩市唐人街の社会構造(6)一一
広肇帯の一典型一一(成城大経済研究25)
山口和雄 『豆州内浦漁民史料』に現われた
貨幣について(東大経済学論集33-1)
山本尚一イギリス独占形成期の機械工業
( 1 )一一ウエスト・ミッドランズ地方を
中心として一一(香川大経済論叢40-1)
依田意家 19世紀後半における日清両国の殖
産政策について(社会科学討究12-3)
4 財政・金融
阿部真也「新しいインフレ」の本質につい
て(1 )(福岡大商学論叢11-3)
新井益太郎英国法人課税序説一一英国法人税
法の研究(1)一一(政治経済論叢17-1)
唄野 隆最近における利子率の期間別構造
理論の新展開(1)(神戸外大論叢18-1)
古田精司資源転換の租税政策一一離陸期に
おける地租の役割一一(三田学会雑誌60-6)
波多野真金本位制度の変容(武蔵大学論集
15-1) 
平田喜彦大恐慌期における銀行資産の構造
と流動性一一大規模な銀行破産の原因分析
一一(経済学季報17-1)
飯田 繁現代インフレーションの可能性と
現実性(1)(バンキング232)
飯田 繁 “国家資金"の運動と物価の変動
(2)一一運動の法則的探究のための一試論
一一(金融経済104)
飯田経夫オーバー・ローンの今日的考察
(金融ジャー ナノレ8-6)
池田浩太郎 日本における工業化と財政・金融
政策(成城大経済研究25)
今村 宏貨幣需要決定要因としての利子率
一一統計的分析を中心にして一一ー(同志社
文献
大経済学論叢17-1)
加藤正秀第一次大戦期のポンド(経済学季
報17-1)
小村衆統金融仲介機関と金融政策(広大政
経論叢16-5・6)
小山省三 「円の価値」ノートーーその銀ま
たは金との関係において一一(上智経済論
集14-1)
黒柳俊雄山村財政の現状とその対策(農経
論叢23)
馬淵 透為替市場の価格的安定性の全対数
図表分析(大阪府大経済研究47)
馬淵 透為替市場の所得的安定条件の全対
数図表分析(大阪府大経済研究48)
三上隆三 ジョセフ・マッシーの積極的利子
論(経済理論97)
村野 孝国際通貨制度改革と金(1)(国学
院経済学15-4)
永谷 清世界貨幣について(経済学季報17
中村尚美大隈財政における「正貨主義」へ
の変革(社会科学討究13-1)
日本銀行調査局 欧米主要国における長期金利
と短期金利の関係(調査月報18-6)
日本銀行調査局昭和41年度金融経済情勢の回
顧(調査月報18-5)
日本銀行調査局昭和41年の資金循環(調査月
報18-6)
西山一郎グラッドストソの財政政策につい
てのノート(中)(香川大経済論叢40-1)
大野吉輝アメリカにおける所得の階層別分
布(大阪府大経済研究47)
岡橋 保インフレーションと為替相場の騰
落(上)(金融経済104)
沖中恒幸新しい視角からみたオーパー・ロ
ーソ(金融ジャーナノレ8-6)
奥田 勲反インフレ政策一一財政的政策
一一(岡山商大論叢2-2)
大蔵省大臣官房調査課 フランスの為替取引自
由化についてーー外国との金融関係に関す
る1966年12月28日付法律及び同法律に基づ
く1967年1月27日付政令一一(調査月報56-
4) 
里中恒志「理解的財政学」の方法一一財政
社会学と理解的方法一一(駒沢大研究論集
10) 
砂川良和財政政策分析における Portfolio
選択の導入(広大政経論叢16-5・6)
鈴木武雄 ニセ札の経済学(武蔵大学論集15
高野邦彦アジアの金融制度(1 )(世界経済
目 録 113 
131) 
田村申一企業行動と資金のアヴェィラピリ
ティーーーリンドベックの所説を中心として
一一(独協大経済学研究 1) 
東京銀行国際経済課海外金利低下の推移と背
景(東京銀行月報19-6)
宇佐美昇朗公債負担論議について(上智経済
論集14-1)
安田信一貨幣数量と物価利子一一ケインズ
経済学を中心として一一(関大研究双書23)
横尾邦夫 フイスカノレ・ポリシーと戦後経済
についての覚え書(国学院経済学15-4)
吉田 暁金融構造の変化と今後の金融政策
(経済評論16-7)
吉川光治ィ γグランド銀行史の一節一一国
際金融と圏内金融との接点に関連して一一
(横浜市大論叢一社会科学系列-17-3・4)
5 労働・社会問題
古米淑郎アメリカの失業問題と賃金保障制
度(同志社大経済学論叢17-1)
北林琢男最近の人口動態と広島県(広大政
経論叢16-4)
北岡寿逸現下世界の人口問題(国学院経済
学15-4)
熊沢 誠労働経済学からみた産業内労使関
係(日本労働協会雑誌100)
栗田 健労働組合論の領域と課題(日本労
働協会雑誌100)
九州経済調査協会福岡都市圏の住宅問題(2)
(九州経済統計月報21-6)
松原 昭戦後の労働政策と近代化一一労働
政策における「近代化」の論理一一(社会
科学討究12-3)
望月清人アメリカにおける移民問題と初期
の州最低賃金法(松山商大論集18-1)
森本憲夫産業市民と職業意識，政治意識
(愛媛大学紀要5-3)
尾高健之助北九州における貨幣賃金の変動
(一橋大経済研究18-3)
Odaka Konosuke The Structure of Japa-
nese Labor Markets (理論経済学18-1)
岡本秀昭労務管理と労使関係(日本労働協
会雑誌100)
労働大臣官房労働統計調査部賃金統計課屋外
労働者の賃金一一昭和41年屋外労働者職種
別賃金調査の結果概要より一一(労働統計
調査月報19-5)
労働大臣官房労働統計調査部調査課 アメリカ
における小売業の構造と労働条件(労働統
計調査月報19-6)
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労働大臣官房労働統計調査部調査課地域別労
働需要変化の要因分析(労働統計調査月報
19-6) 
労働大臣官房労働統計調査部調査課年令別賃
金格差にみられる最近の変化とその背景
(労働統計調査月報19ーの
労働大臣官房労働統計調査部女子雇用の増加
とその内容(労働統計調査月報19-5)
労働大臣官房労働統計調査部雇用統計課賃金，
雇用，労働時間指数の改訂について(労働
統計調査月報19ーの
労働大臣官房労働統計調査部雇用統計課小企
業における雇用・賃金の現況「一昭和41年
毎月勤労統計労災特別調査の結果概要一一
(労働統計調査月報19-5)
労働大臣官房労働統計調査部労働費用統計に
おける分類項目の国際比較について(労働
統計調査月報19-6)
富永健一労使関係分析の社会学的基礎(日
本労働協会雑誌100)
字国 一人口問題に関する一考察一ーとく
に岡山県下における調査の事例について
一一ー(岡山商大論集2-2)
渡辺精一住生活における福祉と住宅政策
(フェピアン研究18-6)
山田高生西ドイツ共同決定制度をめぐる諸
見解(成城大経済研究25)
6農工業
新井順二郎，長谷川秀男 フランスにおける牛
乳経済(高崎経済大学論集18)
藤田佳久名古屋市場に対する製材品の供給
圏について(人文地理19-3)
飯島源次郎青果物の流通機構と価格形成一一
とくに小売価格の高値不安定性を中心とし
て一一(農経論叢23)
生田 靖輸送促成園芸共同販売の成立・発
展過程一一高知県における戦前の統制出荷
体制一一(農林業問題研究10)
今村奈良臣近郊農業と自治体の役割(都市問
題58-7)
石川 滋アジア諸国の農業生産力と地域的
特性〈一橋論叢58-1)
伊藤喜雄農業経営と「農業近代化」諸施設
一一石川県の一例一一(信州大経済学論集
川本 彰挙家離村の社会構造一一島根県ー
山村の事例一一(農業経済研究39-1)
小林 茂近郊農業の労働力問題(都市問題
58-7) 
近藤二郎 日本農民組合の成立と枚方の小作
争議(農林業問題研究10)
栗原源太，松崎昭みかんの計量経済分析
(農業経済研究39-1)
京野顧ー市場の不均等発展と青果物価格形
成(農経論叢23)
九州経済調査協会乾椎茸に特化した九州産地
(九州経済統計月報21-7)
九州経済調査協会近郊農家の諸様相一一福岡
県大野町のばあい一一(九州経済統計月報
21-7) 
九州経済調査協会九州の陶磁器業一一有田・
波佐見焼一一(九州経済統計月報21-6)
丸岡健次幕末讃岐糖業における搾屋資本の
動向について(農林業問題研究10)
丸山義酷，フロインド， R. ]. 予測，不安定
性，生産計画一一統計的手段及び非線型計
画法の総合的利用一一(農業経済研究39-1)
Masui Yukio Functioning of Labor Maト
ket and Farm Problem in the U nited 
States (農経論叢23)
松田延ー東海農業の進歩と課題(農林業問
題研究10)
松尾 大ジャワ綿織物工業史(アジア経済
8-6) 
光岡浩二大都市近郊における就業構造の変
化一一名古屋市外大府町大字大府の場合
一一(名城商学16-4)
光岡浩二農家労働力の就業構造(名城商学
16-3) 
村上保男那須結論一一改良主義農政学
一一(埼玉大社会科学論集19)
日本長期信用銀行調査部主要産業の中期的展
望(1 )(調査月報101)
日本興業銀行調査部農薬工業の現状と今後の
動向(調査月報127)
大林太良 インドシナにおける製塩の民族史
的意義(一橋論叢58-1)
小野瀬二郎近郊農業と府県の役割(都市問題
58-7) 
太田晃舜ベトナムにおける稲作に関するー
考察(人文地理19-3)
ベニー ， D.H. 小農民農業の経済学一一イン
ドネシアの事{7'トー (アジア経済8-6)
斉藤 博明治期南武農村における地主質屋
の動向(1)一一南多摩丘陵地帯における
農村金融および農業経営史料の紹介一一
(独協大経済学研究 1) 
斉藤政夫和牛の入会放牧生産について一一
島根県三瓶山における牧野集団と将来の展
望一一(農林業問題研究10)
崎浦誠治経済発展と農業構造改善一-w.
文献
A.ルイスの発展模型を中心として一一(農
経論叢23)
千田正作明治中期の家族稲作経営における
雇傭労働とその経営的役割(農業経済研究
39-1) 
菅沼正久近郊農業の性格と機能(都市問題
58-7) 
鈴木文烹 日本食品工業論(3・完〉一一食品
工業合理化の基本要因と展開一一(経済評
論16-7)
高階勇輔植民地ヴァージニアにおけるプラ
ンテーション体制のー研究--Robert 
Carter of N omini Hallをめぐって一一
(高崎経済大学論集18)
滝川 勉 D.H.ベニー「小農民農業の経済
学」によせて(アジア経済8-6)
玉井虎雄農民年金と離農対策(農業と経済
33-7) 
田中 穣 日本合成繊維工業における『生産
の集中』と『価格の下方硬直性J(名城商学
16-4) 
田中 穣日本「合成繊維」工業論序説一一
第三繊維草命の世界史的特長一一(名城商
学16-3)
谷山整三養殖真珠産出力の限界一一宝石的
価値への再認識一一(明治学院大経済研究
28) 
富森虞児戦後日本の鉄鋼業(1)(北大経済
学研究16-4)
鳥居泰彦賃金上昇と農業限界生産力の変動
(一橋大経済研究18-3)
渡辺善次郎 開発空間における近郊農業(都市
問題58-7)
山固定市商業的農業の現段階的性格に関す
る一考察(2)一一司商業的農業発展の基礎
条件一一(農経論叢23)
山本雅之地域農政の基本問題(大分大研究
所報 1) 
安味 宏 ミカン作の規模拡大とその考察
一一伝統的旧産地における事例分析一一
(農林業問題研究10)
7 国際経済・各国経済事情
相川欣也インドの経済開発と外国援助(国
学院経済学15-4)
天野明弘比較優位理論への古典派的接近
(神戸大経営学部研究年報13)
藤本 昭中国における国家予算と企業財務
の関係(国民経済雑誌115-6)
深海博明 アジア経済研究の一つのこころみ
( 6 )一一植民地統治の方策・結果とその
目 録 115 
対抗力としてのナショナリズム一一-(世界
経済130)
畑井義隆貿易自由化と日本農業(明治学院
大経済研究28)
平竹伝三 ソ連経済の現実と利潤導入〈早稲
田商学194)
Hirono Ryokichi Economic Develop-
ment of Postwar Malaya--Its Achi-
evements and Problems (3) (政治経
済論叢17-1)
弘田嘉男 EECと西ドイツ農業における集
中過程(国学院経済学15-4)
池本 清アジアの工業化と貿易(アジア経
済8-5)
池本 清比較生産費説をめぐる若干の問題
(国民経済雑誌115-6)
石川 滋穀物消費のピークについて(一橋
大経済研究18-3)
Kanemitsu Hideo A Statistical Compa-
rison of the Aggregative Economic 
Structures in the Developed and the 
Less Developed Countries--A Cross-
Country Analysis--(上智経済論集
14-1) 
片野彦二 ECAFE諸国の産業連関表(国
民経済雑誌115-6)
片野彦二低開発国における輸入代替過程の
進展と経済成長(アジア経済8-5)
加藤廉平 日韓の経済交流(名城商学16-2)
川田 侃最近の低開発国向け資本輸出の傾
向的特質(一橋大経済研究18-3)
経団連事務局 フランス産業の再編成(経団連
ノミンフレット95)
経済企画庁調査局海外調査課西ドイツの景気
後退について(海外経済月報42-7)
木村秀夫資本取引の自由化に関する一考察
〈上智経済論集14-1)
岸 卒ーインドネシア地域経済構造に関す
る基礎資料(アジア経済8-6)
岸 孝一新体制下インドネシアの経済政策
と経済情勢(アジア経済8-6)
来住哲二輸出貿易取引について(関大研究
双書23)
喜多村浩 日本経済とアジア経済協力の将来
(経済評論16-7)
Kogiku Kiichiro An Alternative Econo-
metric Growth Model of Developing 
Countries (理論経済学18-1)
小島 清世界経済の再編成と太平洋アジア
貿易(経済評論16-7)
九州経済調査協会台湾の経済発展と外国人投
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資の実態(九州経済統計月報21-6)
Landes， James. E A Note on Japan's 
Liberalization of International In-
vestments (青山経済論集19-1)
森田 明清末湘湖についてのー問題(下)
一一厚生墾務公司の設立計画をめぐって
一一(九州産業大商経論叢7-2)
森 呆第2次世界大戦におけるアメリカ
経済の軍事化への転換一一準備的考察一一
(北大経済学研究17-1)
日本銀行調査局 アジア・大洋州諸国の最近の
貿易政策動向(調査月報18-5)
西向嘉昭 LAFTAの域内貿易の現状と課
題(1 )一一ブラジルとコロンピアの事例
から一一(アジア経済8-5)
野々村一雄 ソヴェト連邦における新経済制度
への移行について一一若干の問題点一一
(一橋大経済研究18-3)
奥村 宏アメリカ資本と日本の資本一一戦
前戦後における協力関係一一(経済評論16
大蔵省大臣官房調査課 OECD諸国の60年代
後半の経済成長見通し一一(附)OECD 
諸国の経済現勢(統計〉一一一(調査月報56
-4) 
大蔵省大臣官房調査課東南アジア諸国の経済
概観と経済統計 (3)一一コロンボ・プラ
ン第17回諮問委員会資料より一一(調査月
報56-4)
尾上一雄 ウィルスンの経済思想と改革計画
一一ニュー・ジャージー州知事時代を中心
として一一(成城大経済研究25)
六角恒康解放後の中国農村における富農
(社会科学討究13-1)
六角恒康 1959年における中国経済(早稲田
商学194)
坂田善三郎 日豪経済関係の分析(独協大経済
学研究 1) 
清水嘉治 アメリカにおける軍需産業の問題
一一一V・パーロの分析を中心にして一一
(経済系73)
田部 昇インド・ピハールチト!の新興工業地
帯を訪ねて(アジア経済8-5)
内田勝敏イギリスの低開発国援助(アジア
経済8-5)
上田宗次郎 中小工業の国際比較一一日本・先
進国・低開発国一一(アジア経済8-5)
渡部福太郎 国際収支パターンの変化と日本の
景気(経済評論16-7)
山本繁縛保護貿易理論にかんする若干の覚
書(2)(関大経済論集17-1)
山本 進再編成期に入った世界経済(世界
260) 
柳田 侃資本輸出と不均等発展一一「資本
自由化」の意味するもの一一(桃山学院大
経済学論集8-4)
矢野恵二貿易と資本蓄積回一見木・宇沢の
モデノレをめぐって一一(関大経済論集17-1)
8統計
前田功雄パラメトリック・プログラミング
について(独協大経済学研究 1) 
Makino Tomiji On Divergi時 aIldMar-
ging Arrival Distributions (高崎経済
大学18)
松村一隆統計と単位(愛知大法経論集54)
佐藤信吉比例部分法の公式で補間したとき
の誤差の限界について(エコノミア31)
杉浦一平計量経済学的模型推定の諸方法
一一一モンテ・カノレロ実験F一一(理論経済学
18-1) 
玉木義男統計的決定論における若干の問題
一ーその序説一一(新潟大法経論集16-3)
上河泰男要素集約性と Stolper-Sam uel-
son定理(神戸外大研究年報4)
9 商業・交通・保険
秋山一郎交通需要予測について(国民経済
雑誌116-1)
秋山一郎道路料金制度にかんする一考察
一一Stewartの所論を中心として一一ー
〈神戸大経営学部研究年報13)
有冨重尋意志決定について(名城商学16-3)
有冨重尋消費者行動研究序論(1 )(名城商
学16-4)
権藤 実効率的な製品開発一一J.ピルデ
イツチとD.スコットのリ・デザインの事
例研究一一(福岡大商学論叢11-3)
長谷川秀男青果物市場の実態(1)(高崎経済
大学論集19)
広岡治哉経済成長と通運の近代化(運輸と
経済27-6)
堀 新一国内商業はどう変わるか(名城商
学16-3)
梶原稿夫製品広告の効果測定法をめぐって
(経営と経済108)
北見俊郎港湾管理問題と港湾の近代化(下)
(経済系73)
北見俊郎港湾輸送における「合理化」とそ
の構造的問題性(運輸と経済27-7)
木地節郎寡占競争における広告(同志社商
学18-6)
文献
近 昭夫 M.G・ケンダールの時系列解析
論ーーし、わゆる「自己回帰系列」とその研
究法について一一(北大経済学研究16-2)
小浪 充経済発展とサービス産業(6)一一
、近代化、過程の政策論的考察一一(世界
経済131)
蔵園 進産業構造政策の基調(運輸と経済
27-7) 
九州経済調査協会九州、|の鉄道(国鉄〉経済指
標(九州経済統計月報21-7)
増井健一英国鉄道合理化への道(運輸と経
済27-7)
松本信次公社債に就いて(明治学院大経済
研究28)
三国英実中央卸売市場と商業資本に関する
試論(農経論叢23)
宮崎 満いわゆる『コンテナ革命』につい
て(松山商大論集18-1)
三好義之助 フランスにおける保険事業の生成
(同志社商学18-5)
森 宏個別商品の流通一一牛乳・乳製品
一一(運輸と経済27-7)
森 宏個別商品の流通一一青果物一一
(運輸と経済27-6)
村田稔雄マーケティング管理と倫理(2)
(経済系73)
中村広次農業者の要求する年金制度(農業
と経済33-7)
小川喜一農民年金のあり方をめぐって(農
業と経済33-7)
岡田明輝西欧諸国の農民年金制度(農業と
経済33-7)
岡野行秀道路サービスの価格形成と道路財
源の問題(1 )一一一つの厚生経済学的分析
ー一一(東大経済学論集33-1)
大坪徳次マーケティング思想の生成(九州、|
産業大商経論叢7-3)
佐々木誠治 コンテナー埠頭の沈思録(国民経
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